
令和６年７月２５日 

報 道 発 表 資 料 

川 崎 市 病 院 局 

令和５年度 川崎市病院事業会計決算（見込）の概況 

○ 決算見込みのポイント

◎病院事業全体（市立３病院計）の経常損益は、入院及び外来収益が増加したものの   

12 億 788 万円の経常損失となりました。また、病院事業全体の純損益は、新型コロナ

ウイルス感染症に係る補助金の減少などにより 7 億 9,218 万円の純損失となりました。 

市立３病院の経営成績（税抜き）                    （単位：円） 

科 目 川崎病院 井田病院 多摩病院※ 病院事業合計 

総収益 24,207,060,063 10,009,695,487 1,988,834,000 36,205,589,550

医業収益 21,426,176,025 8,076,555,440 1,016,088,363 30,518,819,828

医業外収益 2,647,682,470 1,781,243,042 609,325,034 5,038,250,546

特別利益 133,201,568 151,897,005 363,420,603 648,519,176

総費用 24,284,639,640 11,470,389,642 1,242,736,881 36,997,766,163

医業費用 22,893,570,467 10,876,513,727 1,001,813,066 34,771,897,260

医業外費用 1,184,607,702 567,815,878 240,626,387 1,993,049,967

特別損失 206,461,471 26,060,037 297,428 232,818,936

経常損益 △ 4,319,674 △ 1,586,531,123 382,973,944 △ 1,207,876,853

純損益 △ 77,579,577 △ 1,460,694,155 746,097,119 △ 792,176,613

※多摩病院は利用料金制を採用しているため、多摩病院の診療収益は市病院事業会計の決算に含まれておりません。 

○ 患者状況・診療収益状況 

◎川崎病院、井田病院では、外来患者延人数は減少しましたが、入院患者延人数の増加や
診療単価の上昇により、入院、外来ともに収益が増加しました。 

◎多摩病院では、入院、外来ともに患者延人数及び収益が増加しました。 

入 院 患 者 延 人 数 外 来 患 者 延 人 数 

川崎病院 170,090 人 （3,332 人増） 300,360 人（1,715 人減） 

井田病院 97,329 人（11,532 人増） 139,984 人（3,043 人減） 

多摩病院 100,023 人（14,798 人増） 198,131 人  （905 人増） 

入 院 患 者 実 人 数 1 人 平 均 入 院 日 数 

川崎病院 13,973 人  （422 人増） 12.2 日（ 0.1 日減） 

井田病院 5,885 人  （111 人増） 16.5 日（ 1.6 日増） 

多摩病院 8,632 人  （947 人増） 11.6 日（ 0.5 日増） 

入 院 収 益（税抜き） 外 来 収 益（税抜き） 

川崎病院 136 億 1,582 万円 （5億 9,990 万円増） 61億 6,775 万円（3億 1,274 万円増） 

井田病院 49 億 4,087 万円 （2億 4,247 万円増） 26億 4,429 万円（  8,576 万円増） 

多摩病院  65 億 7,402 万円 （4億 115 万円増）  29 億 8,339 万円（  5,897 万円増） 

※（ ）は前年度比較



○ 業務状況 

市立３病院では、市の基幹病院又は地域の中核病院として、公共の福祉の増進と経済性

の発揮を基本としながら、高度・特殊・急性期医療や救急医療等を継続的かつ安定的に提

供しています。また、「川崎市立病院経営計画 2022-2023」に基づき、災害、研修教育等

の対応を含めた医療行政施策を推進し、地域医療機関との連携を進めるなど、本市の医

療水準の向上に寄与できるよう取り組んでおり、令和５年 10 月に市立３病院ともに紹介

受診重点医療機関として神奈川県から公表され、令和６年３月には井田病院が川崎病院

及び多摩病院に続き、本市から地域医療支援病院の承認を受けました。 

一方、病院経営における収入の根幹である診療報酬が低水準のままで留め置かれている中、

人口減少や少子高齢化の急速な進展と地域包括ケアシステムの取組、コロナ禍後の社会変容

による医療需要の変化、医療提供主体の病院から地域診療所や在宅への移行という受療動向

の変化、医療の高度化といった病院経営に係る環境の急激な変化等への対応が求められるな

ど厳しい状況にあります。また、新興感染症への対応や、医師の働き方改革、情報セキュリティ

の強化など、新たな課題への対応も求められています。  

このような状況の中、本市病院事業においては、公立病院として地域に必要な医療を安

定的かつ継続的に提供するとともに、更なる経営改革と経営健全化を図るため、令和６

年３月に「川崎市立病院中期経営計画 2024-2027」を策定しました。  

◎川崎病院においては、高度・特殊・急性期医療、救命救急医療を中心に、小児から成人・ 

高齢者・妊産婦等への医療や、精神科救急医療などを提供しています。また、増加する

救急搬送やがん等の医療需要に対する医療機能の拡充や防災機能の強化等を目的とす

る川崎病院医療機能再編整備については、令和５年８月にエネルギー棟及び給水ポン

プ棟の運用を開始し、令和５年 11 月から救命救急センター棟の新築工事に着手したと

ころです。 

◎井田病院においては、増大するがん等の成人疾患医療、救急医療、結核医療、緩和ケア 

医療などを提供しており、在宅療養後方支援病院として、地域の在宅医をサポートする

取組も進めています。 

◎多摩病院においては、小児救急を含めた救急医療を中心に、高度・特殊・急性期医療、  

アレルギー疾患医療等の一般診療を提供し、また、地域医療支援病院として引き続き地

域の医療機関との連携に努めるなど、北部地域の中核病院としての役割を果たしてい

ます。なお、本病院は指定管理者制度を採用し、学校法人聖マリアンナ医科大学が運営

管理を行っています。 

○ 主な建設改良 

◎川崎病院では、エネルギー棟の整備を実施したほか、照明設備改修工事等を実施しまし

た。井田病院では、LED 化 ESCO 事業等を実施しました。 

◎医療器械については、川崎病院では、総合医療情報システムネットワーク機器の更新等

を行いました。井田病院では、血管撮影装置の更新等を行いました。 

【問合せ先】 川崎市 病院局 経営企画室 経理担当 佐藤

電話 ０４４－２００－３８５５



(収益的収支）

予 算 現 額

決 算 額

執 行 率

(資本的収支）

予 算 現 額

決 算 額

執 行 率

25,126,560 －

－ － － － －

－ 2,377,471,650 － 34,762,000 －

再　差　引
繰越工事資金

損益勘定 前 　年 　度
そ　の　他

留保資金 財源充当額

令和５年度　川崎市病院事業会計決算総括表

（単位 ： 円、％）

（単位 ： 円、％）

－ － － －

△ 740,202,930 △ 792,176,613 △ 16,330,684,273

－

会　　計　　名

病院事業会計

収　入 支　出

差　　引 税抜処理後純損益 前年度繰越損益

93.3

△ 1,420,334,000 － －

補　　　填　　　財　　　源　　　等

会　　計　　名

9,966,578,002 △ 2,559,623,042

86.6 90.9 －

△ 262,320,000 2,696,586,482 100,230,000

備　　考差　引

病院事業会計

8,548,460,000 10,960,693,650 △ 2,412,233,650

7,406,954,960

△ 15,538,507,660

当年度未処理損益収　　入 支　　出

38,322,229,000 39,742,563,000

36,352,013,487 37,092,216,417

94.9

その他未処分利益
剰余金変動額

－

－

－



令和５年度決算
（見込）

令和４年度決算 　　増  △減額　　 　  増  △減率　　 備　　考

1 ３６２億　　６００万円 ３７７億４，９００万円 △１５億４，３００万円 △４．１％

１８５億５，７００万円 １７７億１，４００万円 　８億４，３００万円 ４．８％ 患者延人数の増加による川崎病院及び井田病院の増

 ８８億１，２００万円  ８４億１，４００万円 ３億９，８００万円 ４．７％ 診療単価の増加による川崎病院及び井田病院の増

５８億２，７００万円 ５８億８，４００万円 △５，７００万円 △１．０％

2 ３６９億９，８００万円 ３６４億２，７００万円 ５億７，１００万円 １．６％

１６６億２，９００万円 １６５億６，９００万円 ６，０００万円 ０．４％

3 　　△１２億　　８００万円　　△１８億４，２００万円 ６億３，４００万円 ３４．４％

△４００万円 △３億　　８００万円 ３億　　４００万円 ９８．７％

内訳 △１５億８，７００万円 △１８億７，８００万円 ２億９，１００万円 １５．５％

３億８，３００万円 ３億４，４００万円 ３，９００万円 １１．３％

4 △７億９，２００万円 １３億２，１００万円 △２１億１，３００万円 △１６０．０％

△７，８００万円 １３億　　５００万円 △１３億８，３００万円 △１０６．０％

内訳 △１４億６，０００万円 △６億６，７００万円 △７億９，３００万円 △１１８．９％

７億４，６００万円 ６億８，３００万円 ６，３００万円 ９．２％

（注）増△減率が正の場合、収支は改善している。負の場合、収支は悪化している。

－ －

(資金不足となっていない) (資金不足となっていない)

※ 金額については百万円未満を四捨五入（一部、端数調整有り）　　　※ 増減率については小数点第２位を四捨五入

令和５年度　病院事業会計決算（見込）のポイント　（税抜き）

＜病院事業全体＞

収益的収入

主な
収入

入院収益

外来収益

他会計繰入金

川崎病院

収益的支出

主な
支出

給与費

経常損益

川崎病院

井田病院

多摩病院

純損益

井田病院

多摩病院

5 資金不足比率 参考：財政健全化法における経営健全化基準 ２０％


